
 

 

 
日本トリム Presents 第 17 回全国女子選抜フットサル大会関東大会 

実施要項 

  
１． 名   称 日本トリム Presents 第 17 回全国女子選抜フットサル大会関東大会  

２． 主   催 一般社団法人関東サッカー協会・関東フットサル連盟  

３． 主   管  公益財団法人埼玉県サッカー協会・埼玉県フットサル連盟  

４． 協   賛 株式会社アスレタ・株式会社イミオ 

５． 特別協賛 株式会社日本トリム 

６． 期   日 2025 年 9 月 13 日（土）～ 9 月 14 日（日）  

７． 会   場 北本市体育センター （埼玉県北本市）  

８． 参加資格   

① 一般財団法人日本フットサル連盟（以下、「日本連盟」という。）に加盟登録された都道府県フットサル連

盟の選出チーム（以下、「選抜チーム」という。）であること。 

② 選抜チームは、都県フットサル連盟に加盟するチーム（以下、「加盟チーム」という。）3 チーム以上から選

抜された選手により構成されたチームである事。  

③ 選抜チームの選手は、加盟チームに登録された 2013 年 4 月 1 日以前に生まれた選手であること。 

女子に限る 。 

④ 外国籍選手は、1 チーム当たり 3 名までとする。 但し、日本で生まれ、学校教育法第１条に定める小中

学校在籍している／卒業している選手、または学校教育法第１条に定める高等学校／大学を卒業してい

る選手は、チームに 1 名まで外国籍の選手とはみなされずに登録ができる。 

⑤ 本大会に出場する選手は、他の地域の選抜大会において登録、又は出場していないこと。 

⑥ 日本女子フットサルリーグ所属選手を 3 名まで選出する事ができる。 

⑦ 参加チームまたは選手・役員・スタッフは、傷害保険（スポーツ安全保険等）に加入していること。  

⑧ １名以上の女性チーム役員を登録し、チームに帯同させなければならない。 

⑨ 監督は、（公財）日本サッカー協会公認フットサル C 級以上の指導者ライセンスを保有していることが望ま

しい。 

９． 出場チーム  6 チーム（6 県による） 

１０．競技形式  6 チームのノックアウト方式（トーナメント）にて、上位２チームを決定する。  

なお、３位決定戦は行わない。 

１０．競技規則  大会実施年度の公益財団法人日本サッカー協会（以下、「日本サッカー協会」という。）「フッ

トサル競技規則」による。 

１１．競技会規定  

以下の項目については本大会規定を定める。  

① ピッチサイズ:原則として４０ｍ×２０ｍとする。  

② 使用球:日本サッカー協会認定のフットサル用ボール  

③ 競技者の数:5 名 



 

 

④ ベンチの人数:ベンチに着席できる人数は、本大会にあらかじめ登録され、試合前に提出したメンバー表に

記載された交代要員９名以内、役員５名以内の１４名を上限とする。但し、通訳が試合に登録される場

合の役員の数は６名以内とする。 

⑤ 外国籍選手:ピッチ上でプレーできる外国籍選手の数は２名以内とする。 

⑥ 各当該試合開始の６０分前に両チーム責任者・審判員とのマッチコーディネーションミーティングを行う。（欠

席したチームは、不戦敗とする。） 

⑦ マッチコーディネーションミーティング時にコイントスを行ない、トスに勝ったチームが第１ピリオドにどちらのゴールを

攻めるのかを決める。 

⑧ 競技者の用具 

＜１＞ユニフォーム  

a ユニフォーム（シャツ・ショーツ・ストッキング）は、正の他に副として正と色彩が異なり判別しやすい色のユニフ

ォームを参加申込書に記載し必ず携行すること。（FP・GK 用共）  

b ユニフォームのシャツの色彩は審判員が通常着用する黒色または同系色（紺色など）を用いることはできな

い。ゴールキーパーについても同様である。  

c シャツの前面・背面に登録した選手固有の番号を付けること。ショーツにも番号を付けることが望ましい。選

手番号は服地と明確に区別し得る色彩であり、かつ判断が容易なサイズの物でなければならない。  

d 番号は整数の 1 から 99 を使用し、0 は認めない。1 番はゴールキーパーのために用意される。  

e シャツやショーツの下にアンダーシャツやアンダーショーツを外に露出して着用する場合は、その主たる色はシャ

ツの袖やショーツの主たる色と同色でなければならない。（同系色は認めない）  

f 競技開始後、フィールドプレーヤーがゴールキーパーとしてプレーする場合のユニフォームは、以下の通りとする。  

①ゴールキーパーのユニフォームシャツと同色・同デザインであることを基本とする。  

（ショーツ･ストッキングについてはゴールキーパーと同様でなくてもよい）  

②競技者が着用するユニフォームにはその競技者自身の背番号を付けなければならない。  

尚、ケガや退場処分等の突発的な諸事情により、交代要員のゴールキーパーが不在でかつ準備が整ってい

ない場合、主審の判断により、ゴールキーパーのユニフォームを前述以外のユニフォームにより代用することが

できる。  

g ゴールキーパーのトラウザーの着用を認める。ただし登録（ショーツ）と色が違うものは認めない。  

h ユニフォームの広告表示については、日本サッカー協会「ユニフォーム規定」に基づき、承認を得た場合のみこ

れを認める。大会当日は必ず申請書コピーを持参すること。  

i ユニフォームの色、選手番号の参加申込締切日以後の変更は認めない。  

j その他の事項については、当該年度の日本サッカー協会「ユニフォーム規定」による。  

＜２＞キャプテンアームバンド 

キャプテンはアームバンドを着用すること。着用するアームバンドは、「C または無地」とし単色であること。 

＜３＞シューズ 

靴底の接地面がアメ色・白色または無色透明のフットサル用シューズ、体育館シューズタイプものとする。 

なお、靴底の接地面が着色されたものはノンマーキング表示があるものに限る。 

（スパイクシューズ及び靴底が着色されたものは使用できない）  

＜４＞ビブス 

交代要員は、競技者と異なる色のビブスを着用しなければならない。  ※ビブスは２色用意する。 



 

 

⑨   試合時間:４０分間（各ピリオド２０分間）のプレーイングタイムとし、ハーフタイムのインターバルは１０分

間（第１ピリオド終了から第２ピリオド開始まで）とする。 

 

⑩   試合の勝者を決定する方法（試合時間内で勝敗が決しない場合）:PK 方式により勝敗を決定する。PK

方式に入る前のインターバルは１分間とする。 

１２．懲罰 

（1） 本大会は、日本サッカー協会「徴罰規定」に則り、大会規律裁定委員会を設ける。  

（2） 本大会の規律裁定委員会は、関東フットサル連盟（以下「関東連盟」という）の規律委員会と

し、委員⾧は、関東フットサル連盟規律委員⾧とする。 

（3） 本大会期間中に警告の累積が ２回に及んだ選手・チーム役員は、自動的に次の１試合に出場できない。 

（4） 本大会において退場を命じられた選手・チーム役員は、自動的に次の１試合に出場できず、それ以降の処 

置については規律委員会において決定する。 

（5） 本大会終了時点で未消化となる出場停止処分は、全国大会出場チームは全国大会で消化し、不出場の

場合は当該選抜チームが出場する直近のフットサル公式試合にて消化する。但し、警告の累積によるものを

除く。 

（6） その他、本大会実施要項の記載事項に無い徴罰に関する事項は、規律裁定委員会にて決定する。 

１３．参加申込 

①   １チームあたり２６名（役員６名・選手２０名）を上限とする。 

②   参加申込みは、大会参加費の振り込みならびに下記の書類に必要事項を記入の上、郵送で申し込

むこと。なお、フットサル大会登録票についえはデータでも送付すること。 

・ フットサル大会登録票写し（都県サッカー協会もしくは都県フットサル連盟・印） 

・ 大会参加申込書（都県フットサル連盟推薦・印） 

・ 参加費納入報告書（振込明細のコピー貼り付け） 

・ プライバシーポリシー同意書 

１６．組合せ  関東フットサル連盟において抽選で決定する。なお、前年度の上位 2 チームは別ブロックとす

る。 

１７．審判   関東サッカー協会審判委員会より派遣する。 

１８．全国大会  本大会の上位 2 チームは、全国大会に出場する義務と権利を有する。  

期 日 :2025 年 11 月 28 日（金）～11 月 30 日（日）  

会 場 :東京都/京王アリーナ TOKYO 

１９．その他 

① チームは必ず、電子選手登録証の写し（写真付）を持参すること。（マッチコーディネーションミーティング

時にメンバー表と確認する） 

② 試合開始時間前に出場選手は、審判チェックを必ず受けなければならない。怠った選手の出場は認めな

い。 

③ チームは競技者のユニフォームのシャツと異なる色のビブスを 2 色用意し大会当日は携行すること。 

④ 大会規定に違反し、その他不都合な行為のあった時は、大会規律裁定委員会に諮りその選手又はチー

ムの処分を決定する。 



 

 

⑤ 試合が一方のチームの責に帰すべき事由により開催不能または中止になった場合は、その帰責事由のある

チームは、０対５で敗戦したものとみなす。 

⑥ ボールを使っての練習は、決められた場所以外禁止とする。 

⑦ 傷害手当については、救急車の手配は行うが、その後についてはチームの責任において処置すること。 

⑧ 主催者、主催協会、主管連盟は、参加者（選手、役員含む）の事故、傷害、障害、会場の破損等に

ついて一切の責任を負わないものとする。チームまたは個人のスポーツ保険等で対応すること。 

⑨ ごみはすべて各チームで持ち帰ること。 

⑩ 参加に要する経費は、すべて参加者負担とする。 

⑪ 本大会の試合に関する動画・写真の権利は、全て関東フットサル連盟に帰属する。また、肖像権等の使

用は、関東フットサル連盟の承認を必要とする。 

⑫ 大会要項に規定されていない事項については、関東フットサル連盟理事会において協議のうえ決定する。 

 


